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１．はじめに 

 廃棄物の大半は有機物で構成されており、不法投棄や一時保管など、ある程度以上の廃

棄物が堆積されると堆積物内部で微生物発酵や酸化反応による発熱反応が進行する。この

内部の微少発熱が蓄積することにより、周囲の温度等の環境条件によっては発火に至る場

合もある。このような、堆積廃棄物が初期発熱から発火に至る機構を解明する目的で、各

種熱分析や化学発光測定を利用して検討を行ってきた。これまでの研究成果により 1)、ご

み固形化燃料（RDF）中にはプラスチック等の劣化による過酸化物が蓄積しており、この過

酸化物が開始剤となって、低温における酸化反応を促進していることが示唆された。そこ

で、RDF の低温酸化における劣化物の影響をより詳細に検討するため、RDF を想定したモデ

ル物質を選定し、それらモデル物質を単体もしくは混合した試料を用いて、蓄熱発火機構

の検討を行った。 

 

２．実験方法 

RDF を構成する成分のモデル物質としてセルロース、ポリプロピレン（PP）、植物性食用

油を選択し、これらを混合してモデル RDF（mRDF）を作成した。ここで混合させる PP の劣

化度合いを変化させることにより mRDF の劣化度合いを調整した。劣化 PP は、あらかじめ

80ºC に等温保持した高温槽内で保持期間を変化させることにより作成した。このように劣

化度合いを調整した mRDF の発熱・発火危険性を評価することにより、発熱・発火危険性に

及ぼすプラスチックの劣化の影響を評価した。化学発光の測定には東北電子産業社製ケミ

ルミネッセンスアナライザ（CLA）を使用し、発熱量の測定にはメトラートレド社製示差走

査熱量計（DSC）を使用した。また、蓄熱開始温度の測定にはコロンビアサイエンティフィ

ック社製断熱熱量計（ARC）を使用した。 

 

３．結果・考察 

まず、劣化 PP と未劣化の PP の混合比を変えた試料を作成し、CLA により酸化反応が進

行する傾向を把握したところ、劣化度合いが高くなるにつれて全体の酸化が促進される結

果となった。また、劣化期間を変化させることに

より、その劣化度合いを変化させた劣化 PP を作製

し、これらの劣化試料を用いた窒素中での化学発

光強度と DSC を用いた試料内部に蓄積した過酸化

物の発熱量測定との間に高い相関関係が得られ、

劣化による過酸化物の蓄積量評価手法として CLA

が十分利用可能であることが確認できた。そこで、

劣化度合いを調整した mRDF を数種類作成し、その

発熱・発火危険性の評価を行った。CLA による劣

化度合いの評価と ARC 測定より得られた発熱開始

温度を比較したところ、過酸化物蓄積量が増加す

るにつれ、蓄熱開始温度が低下することがわかっ

た（図 1）。 
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図 1 劣化度合いと発熱危険性の関係 
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